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，心

と

葉

学
校
法
人
宇
都
宮
学
園
理
事
長

文星芸大附 now!

最
近
私
は
、
言
葉
に
つ

い
て

考
え
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。上

司
が
部
下
に
対
し
て
、

一

言
で
も
心
に
傷
が
つ
く
よ
う
な

言
葉
を
口
に
出
し
て
は
い
け
な

い
と
思
い
ま
す
。
心
も
自
分
の

も
の
で
、
言
葉
も
自
分
の
も
の

で
す
。
そ
の
心
と
言
葉
を
上
手

に
使
っ
て
い
く
の
が
、
人
生
で

す
。人

間
は
二

般
動
物
に
な
い

心
と
言
葉
を
持
っ
て
い
ま
す
。

近
頃
、
動
物
以
下
の
行
動
を
す

号33 (1)第

る
人
が
、
マ
ス

コ
ミ
に
も
ず
い

ぶ
ん
叩
か
れ
て
い
ま
す
。
自
分

の
子
供
を
、親
を
、
見
捨
て
て
い

る
人
が
現
実
に
あ
り
ま
す
。

人
の
生
き
方
は
、
過
去
を
振

り
返
れ
ば
失
敗
が
多
く
あ
り
ま

す
。
今
に
な

っ
て
、
あ
あ
、
あ
の

時
こ
う
す
れ
ば
よ
か

っ
た
、
と

気
が
つ
き
ま
す
。
け
れ
ど
そ
の

失
敗
も
、
長
い
人
生
の
中
で
は
、

い
つ
か
役
に
立
つ
時
が
あ
り
ま

す
。私

の
少
女
時
代
に
、
母
が
私

に
言
い
ま
し
た
。
「お
前
の
よ
う

に
夢
の
多
い
人
間
は
、
社
会
に

出
て
か
ら
心
配
で
あ
る
。
現
実

を
見
て
し
っ
か
り
生
き
な
さ
い
」

と
。
け
れ
ど
私
は
、
夢
を
捨
て
ず
、

優
し
い
心
、
温
か
い
心
、
そ
の
心

が
け
で
人
生
を
貫
い
て
き
た
と

思
い
ま
す
。温
か
い
心
と
、
人
生
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上

野

孝

子

に
夢
が
あ
れ
ば
、
ど
ん
な
苦
労

も
乗
り
越
え
ら
れ
る
の
で
す
。

人
生
は
幸
せ
な
時
も
あ
れ
ば
、

不
幸
な
時
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

時
々
、
ど
ん
な
に
辛
く
て
も
乗

り
越
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

辛
い
心
で
、
「
お
母
さ
ん
」
と
つ

ぶ
や
く
の
で
す
。

す
る
と
一棋
が
出
て

懐
か
し
く
な
り
、

会
い
た
い
な
と
思

い
ま
す
。
「助
け
て

お
母
さ
ん
」
と
ま

た
つ
ぶ
や
く
と
、

重
い
苦
し
み
を
乗

り
越
え
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

天
国
に
行

っ
て
し

ま
っ
て
も
、
母
の

力
は
偉
大
で
す
。

今
私
は
、
九
十

文星芸大附now!

は、平成17年4月

に「文星芸術大学

問属中学校jの開

校に合わせて発

刊されました。

歳
を
超
え
ま
し
た
。
大
学
の
事

務
室
で
た
く
さ
ん
の
若
い
人
た

ち
と
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

希
望
の
あ
る
幸
せ
な
毎
日
で
す
。

現
在
の
私
の
夢
は
、
人
間
と

し
て
世
界
に
通
じ
る
温
か
い
心

を
持
ち
、
思
い
や
り
の
あ
る
生

徒
を
育
て
る
こ
と
で
す
。
生
徒

の
人
格
作
り
に
力
を
入
れ
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。
教
職
員

と
と
も
に
全
力
投
球
で
、
立
派

な
学
校
を
作
り
上
げ
て
い
き
た

い
と
い
う
信
念
を
持
っ
て
生
活

し
て
お
り
ま
す
。

コッツウォルズの夕映え

コ
ッ
ツ
ウ
ォ
ル
ズ
の
夕
映
え

イ
ギ
リ
ス
の
古
い
街
、コ

ツ

ツ
ウ
ォ

ル
ズ
の
空
に
、
何
と
い

う
美
し
い
雲
の
流
れ
で
し
ょ
う
。

心
が
温
か
く
な
り
、
涙
が
流
れ

ま
す
。
生
き
て

い
る
幸
せ
を
感

じ
な
が
ら
。
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生徒会長
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第文星芸大附 now!

こ
ん
に
ち
は
。
生
徒
会
長
の

小
森
信
之
で
す
。今
年
の
「
雄
飛

祭
」
は
残
念
な
が
ら
雨
が
降
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
ね
。
こ
ん
な

こ
と
に
な
る
な
ら
、
て
る
て
る

坊
主
で
も
作
っ
て
お
く
べ
き
で

し
た
。
雨
の
中
で
の
開
催
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
お
か
げ
さ
ま
で

「雄
飛
祭
」
は
例
年
ど
お
り
の
盛

り
上
が
り
を
見
せ
、
今
年
の
テ

ー
マ
「謡
歌
(お
う
か
と
に
ふ
さ

わ
し
い
盛
り
上
が
り
と
な
り
ま

し
た
。

ま
ず
は
土
曜
日
の
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
行
わ
れ
た

ミ
ス
コ
ン
で
し
ょ
う
。
第
三
回

目
と
な
る
今
回
も
、
「
ぇ
、
こ
れ

本
当
に
男
子
な
の
:
?
」
や、
「あ

れ
馬
じ
ゃ
ね
?
馬
だ
馬
!
」
な

ど
驚
き
あ
り
笑
い
あ
り
で
楽
し

め
た
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
昨
年
度
に
続
き
、
連

続
し
て
ネ
タ
(本
気
で
出
場
し

て
い
た
な
ら
す
み
ま
せ
ん
)に

グ
ラ
ン
プ
リ
を
も
っ
て
い
か
れ

て
し
ま
う
と
は
:
・。
「
馬
」
が
グ

平成24年12月21日

ラ
ン
プ
リ
と
は
:
・。
第
四
回
大

会
で
は
ネ
タ
を
凌
ぐ
か
わ
い
い
、

も
し
く
は
キ
レ
イ
な
方
の
出
場

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
生
徒
に
よ
る
出
し

物
で
す
が
、
今
回
は
い
つ
に
も

ま
し
て
凄
か

っ
た
で
す
。
ダ
ン

ス
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
バ
ン
ド
、

そ
し
て
初
参
戦
の
ラ
ッ
プ
と
種

類
も
豊
富
、
質
も
そ
れ
ぞ
れ
高

か
っ
た
で
す
ね
。

中
学
生
の
か
わ
い
く
て
上
手

な
ダ
ン
ス
で
黄
色
い
歓
声
が
飛

び
交
い
二

転
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

で
は
静
か
な
体
育
館
に
美
し
い

音
色
が
響
き
渡
り
、
バ
ン
ド
で

は
皆
が
リ
ズ
ム
を
刻
み
、
つ
い

に
は
ラ
ッ
プ
で
人
の
波
が
ス
テ

ー
ジ
に
押
し
寄
せ
る
と
い
う
前

代
未
聞
の
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

日
曜
日
の

一
般
公
開
日
は
、

雨
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
お
客

さ
ん
の
数
と
活
気
で
し
た
。各

ク
ラ
ス
、
そ
れ
ぞ
れ
の
催
し
物

に
全
力
を
尽
く
し
、
宣
伝
を
頑

張
っ
た
甲
斐
が
あ
っ
た
な
と
思

い
ま
す
。
ク
ラ
ス
の
粋
も

一
層

深
ま
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

雄
飛
祭
実
行
委
員
の
皆
さ
ん
、

度
重
な
る
話
し
合
い
、
各
係
で

の
事
前
準
備
や
後
片
付
け
な
ど
、

本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
、
「雄
飛
祭
」

を
大
成
功
へ
と
導
い
て
く
だ
さ

っ
た
中
学
校
・高
等
学
校
の
保

護
者
の
皆
様
、
近
隣
住
民
の
皆

様
、
諸
先
生
方
に
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
来
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一菱
信
体
同
窪
田ド
一

十

一
月
五
日
(月
)
、
秋
空
の

下
、
秀
文
杯
校
肉
体
育
大
会
が

行
わ
れ
た
。秀
文
杯
は
、
ス
ポ
ー

ツ
が
お
好
き
で
あ
っ
た
前
校
長

先
生
の
御
命
日
に
毎
年
開
催
さ

れ
る
体
育
大
会
。
学
年
ご
と
に

ム
カ
デ
競
争
、
障
害
物
競
争
、
二

人
三
脚
、
リ
レ
l
、
大
縄
挑
び
の

五
種
目
で
競
わ
れ
、
ど
の
競
技

も
手
に
汗
握
る
展
開
の
連
続
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
部
活
動
対
抗
リ

レ
ー
や
教
員
リ
レ
ー
も
白
熱
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
体
育
大

会
と
な
っ
た
。
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会
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教
員
チ
l
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《
最
高
回
数
V

二
年
四
組

二
一
七
回

語
め
呂
田
自
国

十
一
月
十
日
(
土
)
に
開
催
さ

れ
た
、
栃
木
県
溶
接
協
会
主
催

の
第
三
回
高
等
学
校
溶
接
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て
、
斎
藤
久
史

君
(
普
通
科
総
合
コ
l
ス
)が
見

事
準
優
勝
(
参
加
者
十
九
名
)
に

輝
い
た
。
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
は
、
県
内
の
工
業
高
校
の
生

徒
も
参
加
す
る
中
、
そ
の
技
能

が
高
く
評
価
さ
れ
た
。

斎
藤
君
は
、
実
家
が
溶
接
や

金
属
加
工
の
仕
事
を
し
て
い
る

関
係
で
、
家
族
の
勧
め
も
あ
り郷

十

一
月
二
十
三
日
(
金
)
、
日

光
東
照
宮
か
ら
本
校
ま
で
お
キ

ロ
を

。
強
歩
。
す
る
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
日
光
ロ

1
ド
」
が
開
催
さ

れ
英
進
科
の

一
、
二
年
生
社
名

が
参
加
し
た
。

受
験
を
間
近
に
控
え
た
三
年

生
の
必
勝
と
、
行
程
の
無
事
を

祈
願
し
、
朝
七
時
三
十
分
、
い
よ

い
よ
出
発
。
「
文
星
必
勝
」
と
書

か
れ
た
の
ぼ
り
旗
を
掲
げ
、
各

班
に
分
か
れ
た
生
徒
達
は
遁
か

お
J
先
の
ゴ

l
ル
を
目
指
し、

秋
の
葉
が
散
る
日
光
路
を
賑
や

か
に
歩
き
始
め
た
。
ま
た
、
か
つ

大
会
に
参
加
し
た
。
大
会
ま
で

の
二
カ
月
間
は
、
学
校
で
は
、
放

課
後
に
週
二
回
の
ペ

l
ス
で
溶

接
の
専
門
家
の
技
術
指
導
を
仰

ぎ
、
自
宅
で
は
、
現
場
の
溶
接
工

の
方
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な

が
ら
技
術
を
磨
い
た
。

来
年
四
月
に
行
わ
れ
る
関
東

大
会
で
は
、
上
位
進
出
を
目
指

し
た
い
と
力
強
く
抱
負
を
語
っ

て
く
れ
た
。

て
同
じ
お
キロ
を
歩
い
た
大
学
生

の
先
輩
達
が
遠
方
か
ら
駆
け
つ

け
、
休
憩
所
や
交
差
点
で
後
輩

達
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
。

行
程
の
中
盤
、

m
J
地
点
程

ま
で
来
る
と
、
疲
れ
や
足
の
痛

み
を
感
じ
る
生
徒
も
い
て
、
休

憩
所
で
は
足
に
粋
創
音
を
貼
っ

た
り
座
り
込
ん
だ
り
し
て
い
た
。

順
調
に
歩
き
進
む
班
、
他
の

メ
ン
バ
ー
を
気
遣
い
な
が
ら
歩

く
班
な
ど
様
々
で
あ
っ
た
が
、

予
定
よ
り
早
い
夕
方
四
時
三
十

分、
全
員
が
無
事
学
校
に
到
着

し、
「完
歩
」を
達
成
し
た
。
学
校

で
は
二

人
ひ
と
り
に
「完
歩
賞
」

が
授
与
さ
れ
、
先
生
・先
輩
方
が

準
備
し
た
す
い
と
ん
汁
が
振
る

英
進
科

一
年

一
組
で
は
、
十

一
月
か
ら
毎
週

金
曜
日
に
英
語

で
新
聞
を
発
行

準優勝の斎藤君

し
て
い
る
。

学
校
行
事
や
社
会
問
題
に
つ

い
て
、
先
生
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
、
短
編
小
説
な
ど
、
多
彩
な
記

事
を
掲
載
し
配
布
し
て
い
る
。

記
事
を
書
く
の
も
読
む
の
も
一

苦
労
だ
が
、
日
頃
培
っ
た
英
語

力
の
い
い
腕
試

B
I
l
l釦
ツ

し
に
な
る
。
息
の

『
h
ι
もノ
4

長
い
発
行
と
愛

一
。(

ド
に
一

事
期
待
し
た
い
。

r
r
r
山、

舞
わ
れ
た
。
互
い
の
健
闘
を
称

え
あ

っ
た
生
徒
達
は
、
足
の
痛

み
と
と
も
に
大
き
な
達
成
感
を

感
じ
た
よ
う
だ
つ
た
。

当
日
の
様
子
は
二
十
四
日
の

読
売
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。

まだまだ元気!20km地点
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十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て

行
わ
れ
た
、
部
活
動
の
大
会
結

果
な
ど
を
ご
報
告
し
ま
す
。

※
(
英
)
H
英
進
科

※
(
普
)
H
普
通
科

文星芸大附 now!

卓

球

部

県
新
人
戦
迫
田
選
手
優
勝
目

団
体
3
位
で
関
東
大
会
へ

十

一
月
九
日
(
金
)
か
ら
行
わ

れ
た
県
高
校
新
人
卓
球
大
会
に

本
校
卓
球
部
が
出
場
し
た
。

シ
ン
グ
ル
ス
決
勝
戦
、
本
校

の
迫
田
樹
選
手
(
普
二
年
)
は
清

水
選
手
(
青
藍
)
を
下
し
優
勝
。

ダ
ブ
ル
ス
で
は
迫
田
・小
堀

有
介
(
普
二
年
)
組
が
準
優
勝
を

果
た
し
た
。

ま
た
、
団
体
の
部
で
は
決
勝

リ
l
グ
で

3
位
に
入
賞
し
、
十

二
月
二
十
二
日
(土
)
か
ら
群
馬

県
で
開
催
さ
れ
る
、
関
東
選
抜

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。

テ

ニ

ス

部

ιニs
?ゴ

県
新
人
戦
団
体
準
優
勝

2
年
連
続
関
東
大
会
へ

十

一
月
三
日
(土
)
に
行
わ
れ

た
県
高
校
テ
ニ
ス
新
人
大
会
団

体
の
部
に
本
校
テ
ニ
ス
部
が
出

場
し
た
。

九
月
に
行
わ
れ
た
シ
ン
グ
ル

ス
・
ダ
ブ
ル
ス
は
、
ダ
ブ
ル
ス
優

33 (3 )第

勝
、
シ
ン
グ
ル
ス
準
優
勝
と
健

闘
し
た
本
校
テ
ニ
ス
部
。
決
勝

戦
に
お
い
て
足
工
大
附
に
敗
れ

る
も
、
十
二
月
二
十
四
日
(
月
)

か
ら
千
葉
県
で
開
催
さ
れ
る
、

全
国
選
抜
高
校
テ
ニ
ス
大
会
関

東
地
区
大
会
へ
の
出
場
権
を
獲

得
し
た
。

駅

伝

部

県
高
校
駅
伝
大
会
6
位
入
賞

十

一
月
一一一
日
(
土
)
、
第
臼
回

県
高
校
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。

本
校
駅
伝
部
は
昨
年
よ
り
順

位
を
上
げ
5
位
で
ゴ
ー
ル
し
、

十

一
月
二
十
四
日
(
士
)
に
茨
城

県
で
開
催
さ
れ
た
関
東
大
会
に

出
場
し
た
。

《
関
東
大
会
結
果
》

関
東
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会

2
時
間
同
分
ロ
秒

柔

道

部

県
新
人
戦
(
個
人
)
健
闘

m
四
キ
ロ
級
贋
津
選
手
優
勝
目

十

一
月
二
日
(
金
)
に
行
わ
れ

た
県
高
校
柔
道
新
人
大
会
に
、

本
校
柔
道
部
が
出
場
。
本
校
勢

が
階
級
別
で
大
健
闘
し
た
。

卯
キロ
級
決
勝
戦
、
本
校
の
唐

津
甲
如
選
手
(
普
二
年
)
が
中
島

選
手
(
国
学
院
)
を
破
り
、
見
事

優
勝
に
輝
い
た
。
ま
た
、

ωキロ
級

で
菊
地
璃
久
選
手
(普
二
年)、

刀
キロ
で
高
塩
竜
司
選
手
(普
二

年
)
、
m
J級
で
小
池
恒
選
手
(
普

二
年
)
が
そ
れ
ぞ
れ
準
優
勝
。
さ

ら
に
侃
キ
ロ
級
で
土
屋
陪
仰
選
手

(普

一
年
)
、
η

J
級
で
栗
原
佑

睡
選
手
(普
二
年
)
、
卯
J
級
で

山
田
大
貴
選
手
(
普

一
年)、

m

J
超
級
で
小
宮
峻
選
手
(
普
二

年
)
が
そ
れ
ぞ
れ

3
位
に
入
賞

し
た
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

ウ
イ
ン
タ
ー
カ
ッ
プ
県
予
選

激
闘
の
末
無
念
の
準
優
勝

十

一
月
三
日
(木
)
に
行
わ
れ

た
全
国
高
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
選
抜
優
勝
大
会
(
ウ
イ
ン
タ

ー
カ

ッ
プ
)
県
大
会
決
勝
戦
で
、

本
校
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
が

宇
都
宮
工
業
と
対
戦
し
た
。
あ

と
1
点
の
と
こ
ろ
ま
で
宇
工
を

追
い
詰
め
た
が
、
惜
し
く
も
全

国
大
会
出
場
は
果
た
せ
な
か
っ

た
。バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部

春
高
バ
レ

l
県
予
選
ベ
ス
ト
4

十

一
月
四
日
(
日
)
、
十
日
(
土
)

に
行
わ
れ
た
第
臼
回
全
国
高
等

学
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手
権
大

会
(春
高
バ
レ

l
)県
代
表
決
定

戦
に
本
校
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が

出
場
。
準
決
勝
戦
で
今
大
会
の

覇
者
足
工
大
附
に
敗
退
す
る
も
、

堂
々
の
ベ
ス
ト

4
入
り
を
果
た

し
た
。

剣

道

部

中
部
支
部
新
人
大
会

団
体
優
勝
日

十

一
月
二
十
五
日
(
金
)
、

二

十
六
日
(
土
)
に
行
わ
れ
た
中
部

支
部
新
人
剣
道
大
会
に
、
本
校

剣
道
部
が
出
場
。
団
体
の
決
勝

戦
で
石
橋
高
校
を
2
対

O
で
下

し
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
た
。

将

棋

部

菊
地
君
3
位
入
賞

十
月
二
十
日
(
士
)
、

二
十

一

日
(
日
)
に
行
わ
れ
た
全
国
高
校

新
人
将
棋
大
会
県
予
選
会
に
、

本
校
将
棋
部
が
出
場
し
た
。

2
日
目
に
行
わ
れ
た

3
位
決

定
戦
に
て
、
本
校
の
菊
地
優
志

君
(英
二
年
)
は
窪
君
(
作
新
学

院
)
を
下
し
、

3
位
入
賞
を
果
た

し
た
。

P
お
知
ら
せ

p

来
る
一
月
二
十
六
日
〈
土
)
、

栃
木
県
教
育
会
館
大
ホ
ー
ル
に

て
恒
例
の
文
星
ジ
ョ
イ
ン
ト
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。
今

年
で
叫
回
目
と
な
る
恒
例
の
芸

術
の
祭
典
。
男
子
校
・
女
子
校
合

同
の
音
楽
部
を
始
め
、
本
校
和

太
鼓
部
、
女
子
校
パ
卜
ン
卜
ワ

リ
ン
グ
部
、
吟
詠
剣
詩
舞
部
、
合

唱
部
が
参
加
予
定
で
す
。

文
星
の
総
力
を
挙
げ
た
熱
演

に
乞
う
ご
期
待
日

日
商
簿
記
検
定

一二

級
】

全
商
電
卓
検
定

一
一

級
】

岡
嶋

一
輝

橋

本

一
普
通
計
算
部
門

一
級
}

井

川

匠

稲

川

将

基

上
野

雅

史

海

野

日

向

柏

森

哲

太

金

柿

達

哉

川
上

晃

広

小

島

裕

紀

高

橋

亜

夢

留

高

橋

直

人

玉

山

紘

平

中

田

直

希

塩

沢

誠

高

橋

祐

貴

永

田

貴

規

野

中

大

輝

安

達

佳

宏

石

川

貴

之

石

川

亮

太

犠

部

涼

太

朗

上

津

玲

良

遠

藤

岬

大

久

保

賢

人

鬼

津

悠

介

表

谷

周

太

郎

神

山

丈

桑

原

健

太

坂

永

空

嶺

棲

津

秀

明

鈴

木

敦

也

高

橋

楓

哉

田

口

俊

樹

竹

林

祥

希

竹

村

拓

馬

成

瀬

裕

介

根

本

悠

作

船

山

光

彦

本

間

悠

輝

前

田

偉

央

村

岡

亮

祐

池
田

全
商
ワ
ー
プ
ロ
検
定

{
一

級

】

吉

池

研

雄

{二

級
}

吉

成

敦

{三

級
}

高

橋

直

人

宮
尾

日

崇

小

川

凌

粂

川

成

夢

小

堀

義

之

塩

沢

誠

高

瀬

隼

人

渡
遁

直

弥

和

良

品

凍

棲

井

彦

障

遠

藤

岬

友
則

拓
磨

全
経
電
卓
検
定

{三

段
}

{
一

級
}

竹

林

祥

希

栃

木

哉

輝

{二

級
}

遠

藤

岬

高

橋

楓

哉

六

川

史

晃

金

柿

達

哉

神

山

丈

成

瀬

裕

介

{三

級
}

安

達

佳

宏

犠

部

涼

太

朗

上

津

玲

良

大

久

保

賢

人

鬼

津

悠

介

表

谷

周

太

郎

田

口

俊

樹

玉

山

峻

次

石

川

貴

之

竹

村

拓

馬

根

本

悠

作

船

山

光

彦

和

田

悠

上

野

雅

史

宮

尾

日

崇

渡

謹

直

弥

日
本
漢
字
能
力
検
定

【一一

級
}

甲

賀

優

希

佐

藤

森

吾

【準
二
級
}

高

橋

英

統

荒

井

宏

太

【三

級
】

沖

杉

恒

輝

早

乙

女

隆

汰

成

田

耕

佑

和

良

品

凄

遠

藤

岬

荒

井

大

輔

亀

井

隆

太

郎

鈴

木

聖

弥

中

村

和

人

大

方

海

紙

本

有

康

実
用
英
語
技
能
検
定

【二

級
}

町
井

宣
貴

【準
二
級】

吉

倉

洋

輝

【三

級
}

鈴

木

優

一

松

下

浩

之

紙
本

有
康

小本
関間

雄悠
太輝

山棲石稲村坂
口津川川岡永

有秀亮将亮空
都明太基祐嶺

野
口

大
樹

佐

々

木

翼

大

橋

照

広

橋

浦

健

太

長
谷
川

陸
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今
年
度
の
雄
飛
祭
は
大
変
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
天
候
に
は

恵
ま
れ
な
か
っ
た
も
の
の
、
各

ク
ラ
ス
と
も
団
結
・協
力
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
出
し
物
を
精

一
杯
運

営
し
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し

た
二

般
の
方
々
に
も
多
く
の

足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、

P
T
A
に
お
い
て
も
、
お

菓
子
の
つ
か
み
取
り
・綿
あ
め

の
出
屈
な
ど
が
あ
り
、
中
学
校

全
体
が
盛
り
上
が
っ
た
雄
飛
祭

と
な
り
ま
し
た
。

文星芸大附 now!

雄
飛
祭
を
終
え
て

生
徒
会
会
長
田
崎
穂
積

学
園
祭
。
こ
の
言
葉
を
聞
く

と
誰
も
が
楽
し
さ
を
想
像
す
る

と
思
い
ま
す
。
で
は
、
こ
の
楽
し

い
と
い
う
気
持
ち
は
な
ぜ
う
ま

れ
て
く
る
の
で
し
ょ
う
か
。
僕

が
考
え
る
に
は
、
幸
せ
だ
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
で
は
、
そ
の
幸

せ
は
な
ぜ
感
じ
る
の
で
し
ょ
う

か
。
僕
た
ち
が
恵
ま
れ
て
い
る

か
ら
だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

今
年
の
雄
飛
祭
の
テ
l
マ
は

「謡
歌
」
で
し
た
。
こ
の
言
葉
の

意
味
は
、
「恵
ま
れ
た
幸
せ
を
、

み
ん
な
で
大
い
に
楽
し
み
喜
び

あ
う
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
す
。

平成24年12月21日

僕
た
ち
が
元
気
に
学
校
に
通
え

る
の
は
、
親
の
助
け
が
あ
る
か

ら
こ
そ
で
す
。
楽
し
く
学
校
に

通
え
た
り
安
心
し
て
思
い

つ
き

り
勉
強
や
ス
ポ
ー
ツ
が
で
き
る

の
も
先
生
方
ゃ
い
つ
も
近
く
に

い
る
友
達
の
お
か
げ
で
す
。
雄

飛
祭
も
、
理
事
長
先
生
を
は
じ

め
、
た
く
さ
ん
の
先
生
方
や
保

護
者
の
方
々
の
御
協
力
や
友
達

と
の
団
結
が
な
け
れ
ば
で
き
な

い
こ
と
で
し
た
。
普
段
の
学
校

生
活
に
お
い
て
も
こ
の
こ
と
は

忘
れ
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。当

日
は
あ
い
に
く
の
雨
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
の
方
々
が
来

校
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
各
ク
ラ
ス
で
は
工
夫
し
た

出
し
物
を
用
意
し
て
お
り
、
例

年
よ
り
さ
ら
に
充
実
し
て
い
ま

し
た
。
僕
た
ち
三
年

一
組
は
、
ボ

ー
リ
ン
グ
・射
的
な
ど
を
や
り
、

大
盛
況
で
し
た
。何
よ
り
、
小
さ

い
子
供
た
ち
か
ら
お
年
寄
り
の

方
々
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

た
の
で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

来
年
は
入
学
後
四
回
目
の
雄
飛

祭
と
な
る
の
で
、
こ
の
経
験
を

生
か
し
、
も

っ
と
グ
レ
ー
ド
ア

ッ
プ
し
た
も
の
を
作
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

三
年
生
は
卒
業
ま
で
残
り
少

な
い
時
間
を
、

了
二
年
生
は
進

級
に
向
け
て
の
学
校
生
活
を
福

歌
し
ま
し
ょ
う
。

初
め
て
の
雄
飛
祭

一
年
二
組
木
沢
菜
々

文
星
中
に
入

っ
て
半
年
が
た

ち
ま
し
た
。
自
分
も
も
う
中
学

生
だ
と
自
覚
で
き
る
よ
う
に
も

な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
ん
な
私

た
ち
に
、
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
「雄
飛
祭
」

で
す
。
こ
の
行
事
は
年
に

一
回

し
か
実
施
さ
れ
な
い
た
め
、
思

う
存
分
楽
し
も
う
と
思

っ
て
い

ま
し
た
。

し
か
し
、
実
際
は
「楽
し
む
」

と
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
私
の
ク
ラ
ス
で
は
、
「動

体
視
力
ゲ
l
ム
」
を
企
画
し
ま

し
た
。
準
備
は
す
ぐ
に
終
わ
る

だ
ろ
、
っ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

い
ざ
準
備
に
取
り
か
か
る
と
、

と
て
も
時
聞
が
か
か
り
、
前
日

も
準
備
に
追
わ
れ
て
い
る
状
態

で
、
た
だ
た
だ
焦
る
ば
か
り
で

し
た
。
今
回
の
こ
と
で
学
ん
だ

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
友

達
と
の
協
力
の
大
切
さ
で
す
。

協
力
が
な
け
れ
ば
準
備
は
、
つ
ま

く
い
か
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

不
安
と
期
待
を
胸
に
秘
め
な

が
ら
も
つ
い
に
当
日
が
や

っ
て

き
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
中
で
欠

席
者
が
二
名
出
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
私
た
ち
は
め
げ
ず
に
頑

張
ろ
う
と
決
め
ま
し
た
。
そ
し

て
先
生
と
も
こ
ん
な
約
束
を
し

ま
し
た
。
そ
れ
は
「他
の
人
の
分

ま
で
頑
張
ろ
う
」
と
い
う
こ
と

で
す
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
目
標

で
あ
る
「。
号
向
。
円
白
ニ
・

白
土

問。円。

5
」を
実
践
す
る
絶
好
の

機
会
で
し
た
。

私
た
ち
の
ク
ラ
ス
の
出
し
物

は
、
大
成
功
の
う
ち
に
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。
私
が
雄
飛
祭
を
通

し
て
学
ん
だ
こ
と
は
、
「苦
し
さ

が
あ
る
か
ら
こ
そ
楽
し
さ
が
あ

る
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
初
め
は

み
ん
な
暗
い
表
情
で
し
た
が
、

終
わ
る
こ
ろ
に
は
笑
顔
に
な

っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
苦

し
み
を
乗
り
越
え
て
、
み
ん
な

で
支
え
合
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

ステージ発表

毎
年
恒
例
と
な

っ
て
い
る
ハ

イ
キ
ン
グ
に
十

一
月
五
日
(
月
)

に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
は

奥
日
光
方
面
で
の
ハ
イ
キ
ン
グ

で
し
た
。
ル
ー
ト
は
竜
頭
の
滝

を
出
発
し
、
無
名
峠
そ
し
て
小

田
代
原
に
て
昼
食
を
と
り
、
光

徳
牧
場
ま
で
で
し
た
。
紅
葉
も

ピ
l
ク
を
迎
え
て
お
り
、
光
徳

牧
場
で
は
お
い
し
い
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
食
べ

て
き
ま
し
た
。

大
自
然
に
触
れ
、
リ
フ
レ
ッ
シ

ュ
で
き
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

生
徒
の
感
想

三
年
一
組
鈴
木
理
仁

私
た
ち
が
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行

っ
た
の
は
、
十

一
月
五
目
だ
っ

た
。と
て
も
良
い
天
気
だ

っ
た
。

美
し
く
青
い
空
、
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
走
る
雲
。
ま
さ
に
大
自
然
で

おそろいのTシャツ

は
な
い
か
。
熊
で
も
出
て
き
そ

う
な
雰
囲
気
だ
っ
た
。
幸
い
に

も
、
熊
を
目
撃
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
、
全
員
無
事
だ
っ
た
。

日
光
の
き
れ
い
な
大
自
然
の

中
だ
け
あ

っ
て
、
植
物
は
と
て

も
美
し
か

っ
た
。
紅
葉
も
ま
だ

残

っ
て
い
て
、
私
の
目
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
た
。
紅
葉
の
中
で

食
べ
る
お
弁
当
は
格
別
だ

っ
た

が
、
動
い
て
な
い
と
体
も
冷
え

て
き
て
、
寒
く
な

っ
て
し
ま

っ

た
。
や
は
り
、
山
の
気
候
や
気
温

は
変
わ
り
ゃ
す
い
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
学
ん
だ
。
昼
食
後
は
、

光
徳
牧
場
ま
で
歩
い
た
。
途
中
、

道
な
き
道
を
い
く
よ
う
な
箇
所

も
あ

っ
た
。

普
段
、
利
便
性
の
あ
る
都
市

的
な
生
活
を
送
っ

て
い
る
せ
い

か
、
見
る
も
の
す
べ
て
が
新
鮮

だ
っ
た
。
こ
う
い

っ
た
も
の
を

体
験
す
る
こ
と
も
大
切
な
の
だ

と
自
然
か
ら
学
ん
だ
。

中禅寺湖畔にて

竜頭の滝にて
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十

一
月
二
十
二
日
(木
)
、文

星
芸
術
大
学
に
て
、
芸
術
体
験

を
行
い
ま
し
た
。

第一

学
年

第
二
学
年

第
三
学
年

日
本
画

陶
芸

デ
ザ
イ
ン

生
徒
の
感
想

文星 芸大附 now!

日
本
画
を
描
い
て
み
て

一
年
二
組
豊
岡
賢
人

僕
た
ち
は
、
文
星
芸
術
大
学

で
、
日
本
画
の
授
業
を
受
け
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
「葉
」
を
描

い
て
き
ま
し
た
。

初
め
て
知
っ
た
こ
と
は
、
日

本
画
を
描
く
時
、
絵
の
具
を
宝

石
か
ら
作
っ
て
い
る
こ
と
と
、

絵
の
具
を
動
物
の
コ
ラ
I
ゲ
ン

で
溶
か
す
こ
と
で
す
。
予
想
外

で
と
て
も
び

っ
く
り
し
ま
し
た
。

僕
は
、
葉
つ
ば
を
二
枚
描
く
こ

と
に
し
ま
し
た
。
一
枚
は
黄
色

で
、
も
う

一
枚
は
赤
よ
り
黒
に

近
い
色
で
し
た
。
葉
脈
を
細
か

号33 (5 )第

く
描
く
こ
と
に
、
時
間
を
使
い

す
ぎ
て
し
ま
い
、
色
塗
り
の
時

聞
が
少
な
く
な
っ

て
し
ま

っ
た

こ
と
が
残
念
で
す
。
一
枚
目
は

色
を
塗
る
の
が
簡
単
だ
っ
た
け

れ
ど
、

二
枚
目
は
少
し
難
し
か

っ
た
で
す
。
で
も
た
く
さ
ん
の

色
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で

き
て
良
か

っ
た
で
す
。
も
う

一

つ
難
し
か

っ
た
と
こ
ろ
は
、
葉

の
色
が
変
色
し
て
い
る
部
分
で

す
。色
作
り
も
難
し
い
し
、
細
か

い
部
分
も
多
く
、
時
聞
が
か
か

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
、
塗

ら
な
く
て
い
い
部
分
ま
で
塗

っ

て
し
ま

っ
た
こ
と
が
残
念
で
し

た
。ミ

ス
を
し
な
け
れ
ば
も
っ
と

良
い
作
品
が
で
き
た
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
他
の
人
の
作
品
は

ど
れ
も
す
ば
ら
し
い
も
の
ば
か

り
で
、
自
分
の
作
品
は
見
劣
り

し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
自
分
の
力
を
精

一
杯
だ
し

て
、
作
り
あ
げ
た
作
品
な
の
で
、

と
て
も
満
足
で
す
。
い
い
芸
術

体
験
が
で
き
ま
し
た
。

うまく描けました

陶
芸
体
験
を
通
し
て

二
年
二
組
佐
瀬
貴
昭

僕
は
、
文
星
芸
術
大
学
で
、
陶

芸
教
室
の
体
験
を
し
ま
し
た
。

ろ
く
ろ
で
作
る
全
て
の
過
程
が
、

思
っ
た
以
上
に
難
し
か

っ
た
で

す
。ろ

く
ろ
は

一
人

一
台
ず
つ
あ

り、
と
て
も
快
適
な
環
境
で
し

た
。
最
初
の
説
明
で
、
大
学
の
先

生
方
が
作
品
の
作
り
方
を
、
ろ

く
ろ
を
回
し
な
が
ら
丁
寧
に
教

え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
を
見

て
い
る
と
、
作
品
を
作
る
こ
と

は
と
て
も
簡
単
そ
う
に
思
え
ま

し
た
。
で
も
、
い
ざ
や

っ
て
み
る

と
上
手
く
い
か
ず
、
自
分
が
高

を
括
っ
て
い
た
こ
と
に
反
省
し

ま
し
た
。
と
て
も
苦
労
し
ま
し

た
。た

だ
、
う
れ
し
か

っ
た
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
失
敗
し

て
や
り
直
し
を
し
て
い
る
人
も

い
る
な
か
で
、
自
分
は
不
器
用

な
が
ら
も

一
度
で
完
成
出
来
た

こ
と
で
す
。

先
生
方
の
助
け
も
あ
り
、
我

な
が
ら
素
晴
ら
し
い
作
品
が
出

来
上
が
り
ま
し
た
。
先
生
方
に

は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

次
回
、
こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ

れ
ば
ぜ
ひ
ま
た
参
加
し
た
い
で

す
。

陶芸体験

申告，. . . . . . . 

十
月
十
九
日
(
金
)
、
宇
都
宮

市
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
字
河
地

区
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト

が
行
わ
れ
ま
し
た
。三
名
の
代

表
者
は
そ
れ
ぞ
れ
優
良
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。
ス
ピ
ー
チ
の
内

容
は
、

『雄
飛
」
に
て
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

参
加
者

一
年一年

二
年

須井野
藤上 口

…i
…遺

品
川
一
時
進
⑫

皆
さ
ん
は
東
京
デ
ィ
ズ
ニ

ー
ラ
ン
ド
に
行

っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
?
そ
こ
は
夢
と

魔
法
の
因
。
子
供
か
ら
大
人

ま
で
誰
も
が
日
常
を
忘
れ
純

粋
無
垢
に
な
れ
る
場
所
。
そ

こ
に
は
数
々
の
神
話
が
あ
り
、

ま
た
、
そ
こ
か
ら
学
ぶ
べ
き

姿
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ

の
神
話
は
キ
ャ
ス
ト
と
ゲ
ス

ト
に
よ

っ
て
創
ら
れ
、
語
ら

れ
て
き
て
い
る
の
で
す
。
リ

ピ
ー
タ
l
率
的別
%
と
い
う
数

字
。
テ
ー
マ
パ

l
ク
だ
け
で

な
く
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
業

か
ら
手
本
と
さ
れ
、
今
も
な
お
、

確
立
さ
れ
た
夢
の
国
は
繁
栄

し
続
け
て
い
る
の
で
す
。

皆
さ
ん
、
そ
の
夢
と
魔
法

直友 一
陣貴樹

第
四
十
五
回
記
念

下
野
教
育
書
道
展

三
年

須

藤

直

輝

二
年

酒
井

貴
寛

銀

賞

奨
励
賞

年年

村石
山川

平
成
二
十
四
年
度

人
権
に
関
す
る
作
文

最
優
秀
賞

一
年

木
沢

佑綾
香乃

莱
々

第
二
十
二
岡
山
本
有
三
記
念

「路
傍
の
名
」俳
句
大
会

作

二
年

戸

崎

健

太

佳第
三
十
六
回
ピ
テ
ィ
ナ
・

ピ
ア
ノ

コ
ン
ペ
テ
イ
シ
ヨ
ン

東
北
日
本
宮
城
地
区
本
選

入

選

一
年

鈴

木

優

太

宇
河
地
区
新
人
体
育
大
会

水
泳
競
技
大
会

l
o
o
m
-z
o
o
m平
泳
ぎ

第
三
位

一
年

安

達

瑛

大

『目
の
前
を
夢
と
魔
法
の
世
界
に
片

i
太
1

1

石
t
'

雅
;
美
人
数
学
。科
}i

の
国
を
身
近
な
世
界
で
創
ろ
う

と
は
思
い
ま
せ
ん
か
?
皆
が

心
地
よ
く
過
ご
し
、
希
望
に
満

ち
溢
れ
、
有
意
義
な
時
聞
を
過

ご
す
。
も
し
皆
さ
ん
が
デ
ィ
ズ

ニ
ー
の
キ
ャ
ス
ト
だ
っ
た
ら
、

学
校
生
活
も
夢
と
魔
法
の
世
界

に
な
り
得
る
と
思
う
の
で
す
。

与
え
ら
れ
た
仕
事
は
「誇
り
」

と
「
や
り
が
い
」
を
持
っ
て
「楽

し
み
」
な
が
ら
「手
を
抜
か
ず
」

に
行
い
、
「ど
う
す
れ
ば
人
の
た

め
に
な
る
の
か
」と
い
う
「お
も

て
な
し
の
心
」
を
も

っ
て
行
動

し
て
い
く
。
デ
ィ
ズ
ニ

ー
の
キ

ャ
ス
ト
だ

っ
た
ら
当
た
り
前
に

や
る
こ
と
を
し
て
い
く
。
た
だ

そ
れ
だ
け
で
世
界
が
変
わ
り
、

ま
る
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に

い
る
時
の
よ
う
に
過
ご
せ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
は
様
々

な
規
則
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

ど
の
規
則
を
も
超
え
る
決
ま

り
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、{
本

当
に
ゲ
ス
ト
の
た
め
で
あ
れ
ば
、

そ
の
規
則
を
超
え
て
も
よ
い
】

と
い
う
も
の
で
す
。

自
分
を
見
つ
め
ず
、
相
手
を

非
難
し
て
し
ま
い
ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
る
こ
と
が
多
い
中
、
皆

さ
ん
自
身
を
キ
ャ
ス
ト
、
目
の

前
の
人
を
ゲ
ス
ト
と
し
て
心

か
ら
行
動
で
き
た
時
に
、
私
た

ち
を
取
り
巻
く
世
界
が
魔
法

の
固
に
変
わ
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。
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